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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

 

１
月 

 

１
日
　
１
５
０
人
が
参
加
し
第
27
回
元
旦
マ
ラ

ソ
ン
／ 

倉
ノ
山
元
旦
登
山  

２
日
　
大
太
鼓
叩
き
初
め  

４
日
　
森
吉
地
区
で
市
消
防
出
初
式  

12
日
　
防
犯
指
導
隊
・
交
通
指
導
隊
査
閲
式 

　

／ 

樹
氷
ま
つ
り（
〜
３
月
２
日
）  

15
日
　
大
太
鼓
の
館
前
で「
雪
中
田
植
え
」 

16
日
　
県
道
河
辺
阿
仁
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
設
立
総
会  

20
日
　
幸
町
町
内
会
創
立
30
周
年
記
念
式
典 

26
日
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
発
掘
報
告
会（
〜

27
日
）
／
第
２
回
新
春
秋
田
内
陸
線
談
義 

28
日
　
第
１
回
市
民
病
院
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会 

   １
日
　
雪
中
稲
刈
り 

３
日
　
第
１
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会 

６
日
　
鷹
巣
農
林
高
校
が
第
57
回
全
国
高
校
ス

キ
ー
大
会
で
２
度
目
の
優
勝 

９
日
　
も
ち
っ
こ
市（
〜
10
日
） 

10
日
　
第
53
回
北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会 

18
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
北
秋
田
市
実
施
本

部
を
設
置 

23
日
　
阿
仁
で「
鉱
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
」／
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
表
彰
式
。
21
団
体
89
人
が
受
賞
／
読

書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

25
日
　
本
市
出
身
・
豪
風
関
が
小
結
に
昇
進 

28
日
　
３
月
定
例
市
議
会（
〜
３
月
21
日
） 

 

３
月
　 

 

４
日
　
第
２
回
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
山
の
芋
コ
ン
ク
ー
ル 

８
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
100
日
前
イ
ベ
ン
ト

／
市
内
中
学
校
卒
業
式 

14
日
〜
18
日
　
市
内
小
学
校
卒
業
式                

20
日
　
小
阿
仁
川
流
域
で
万
灯
火 

22
日
　
森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺
跡
「
発
掘
調
査
を

語
る
会
」 

24
日
　
全
国
植
樹
祭
演
技
隊
・
介
添
え
役
合
同

練
習
会 

29
日
　
鷹
巣
地
区
の
16
店
舗
が
共
通
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド「
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
」を
導
入
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始 

 

４
月 

      １
日
　
北
秋
田
市
商
工
会
が
発
足
／
街
な
か
Ｉ

Ｔ
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン 

３
日
　
ま
と
び
学
園
入
園
祭 

４
日
〜
７
日
　
小
中
学
校
入
学
式 

19
日
　
第
46
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン      

20
日
　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

23
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
実
施
本
部
員
・
市

町
村
協
力
員
研
修
会
／
北
秋
田
市
う
め
ー
も

ん
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
発
足 

24
日
　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
が
開
園 

25
日
　
寺
田
知
事
と
の「
内
陸
線
ト
ー
ク
」 

26
日
　 

第
57
回
鷹
巣
中
央
公
園
桜
祭
り（
〜
5/6
） 

29
日
　
鷹
巣
放
牧
場
入
牧
式
／
戸
澤
康
雄
さ
ん（
脇

神
字
平
崎
川
戸
沼
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

／
平
里
橋
が
竣
工 

２
月

２
月

Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

３
月

３
月

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

４
月

４
月

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

１
月

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

１
月

▲全国高校スキー大会で優勝しパレードする鷹巣農林高校（2/7） 

▲市商工会が発足、船出（4/1） 

▲今年は森吉地区で開催された市消防出初式（1/4） 

▲１６店舗が共通ポイントカードサービスを導入（3/29） 

　
２
月
、
鷹
巣
農
林
高
校
が
第
57
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大

会
で
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
飾
り
市
民
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
出
身
の
豪
風
関
が
初
場

所
で
活
躍
し
小
結
に
昇
進
、
明
る
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。 

　
新
年
度
が
始
ま
っ
た
４
月
１
日
、
鷹
巣
町
商
工
会
、
合

川
町
商
工
会
、
阿
仁
森
吉
商
工
会
が
合
併
し
発
足
し
た
新

生
・
北
秋
田
市
商
工
会
が
船
出
し
ま
し
た
。 

　
５
月
10
日
、
栄
地
内
に
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
が
オ
ー
プ
ン
、

さ
ら
に
21
日
に
は
い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
た
か
の
す
モ
ー
ル
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
既
存
商
店
街
を

含
め
た
新
た
な
商
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
平
成
23
年
の
完
成
を
目
指
し
て
進
む
森
吉
山
ダ
ム
で
は
、

５
月
30
日
、
付
替
県
道
比
内
森
吉
線
が
開
通
し
、
森
吉
山

観
光
の
新
た
な
基
盤
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
６
月
15
日
、
今
年
一
番
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
第
59
回
全

国
植
樹
祭
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
県
立
北
欧
の

杜
公
園
で
開
か
れ
、
約
１
万
２
千
人
の
参
加
者
が
森
づ
く

り
の
大
切
さ
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。 

　
存
続
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
秋
田
内
陸
線
。
４
月
25
日

に
は
寺
田
知
事
が
市
民
と
「
内
陸
線
ト
ー
ク
」
を
展
開
、

今
後
の
課
題
を
探
り
ま
し
た
。
北
秋
田
市
で
は
、
市
職
員

が
車
か
ら
内
陸
線
で
の
通
勤
方
法
に
変
え
る
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
、
８
月
に
は
北
秋
田
・
仙
北
両
市
民
が

秋
田
市
で
内
陸
線
存
続
ア
ピ
ー
ル
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

寺
田
知
事
は
そ
の
後
、
内
陸
線
を
存
続
さ
せ
る
方
針
を
表

明
し
て
い
ま
す
。 

　
９
月
、
国
指
定
史
跡
・
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む
「
北
海

道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入

り
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
他
の
縄
文
遺
跡
と
の
連
携

で
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
ま
す
。 

　
28
日
に
は
、
３
年
ぶ
り
に
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ

ラ
ソ
ン
が
復
活
し
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
１
５
０
０
人
近

い
ラ
ン
ナ
ー
が
秋
の
内
陸
路
を
力
走
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
民
病
院
の
12
月
末
予
定
進
捗
率
は
69
％
。
来

年
10
月
の
開
院
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

２
０
０
８
年
を
振
り
返
っ
て

２
０
０
８
年
を
振
り
返
っ
て

２
０
０
８
年
を
振
り
返
っ
て

　
豪
雨
災
害
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
と
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
感
動
を
残

　
豪
雨
災
害
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
と
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
感
動
を
残
し
な
が
ら
迎
え
た
２
０
０
８

し
な
が
ら
迎
え
た
２
０
０
８

年
。
北
秋
田
市
で
は
、
災
害
復
旧
や
市
民
病
院
の
建
設
が
進
む
と
と

年
。
北
秋
田
市
で
は
、
災
害
復
旧
や
市
民
病
院
の
建
設
が
進
む
と
と
も
に
、
北
欧
の
杜
公
園
で
開

も
に
、
北
欧
の
杜
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第

催
さ
れ
た
第

59
回
全
国
植
樹
祭
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り

回
全
国
植
樹
祭
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た

ま
し
た
。

　
ま
た
、
栄
地
内
に
２
つ
の
大
型
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た

　
ま
た
、
栄
地
内
に
２
つ
の
大
型
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
空
間
が
で
き
る

な
に
ぎ
わ
い
空
間
が
で
き
る

一
方
で
、
既
存
商
店
街
の
活
性
化
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す

一
方
で
、
既
存
商
店
街
の
活
性
化
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
面
で
は
、
伊
勢
堂
岱
を
含
む
﹁
北
海
道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡

　
文
化
面
で
は
、
伊
勢
堂
岱
を
含
む
﹁
北
海
道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
﹂
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

群
﹂
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
へ
の
追
加
登
録
が
決
定
し
た
ほ
か
、
本
城
の
金
家
住
宅
が
国
重
要

ト
へ
の
追
加
登
録
が
決
定
し
た
ほ
か
、
本
城
の
金
家
住
宅
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
湧
き
ま
し
た

ど
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
湧
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た

に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
豪
雨
災
害
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
と
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
感
動
を
残
し
な
が
ら
迎
え
た
２
０
０
８

年
。
北
秋
田
市
で
は
、
災
害
復
旧
や
市
民
病
院
の
建
設
が
進
む
と
と
も
に
、
北
欧
の
杜
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第

59
回
全
国
植
樹
祭
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栄
地
内
に
２
つ
の
大
型
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
空
間
が
で
き
る

一
方
で
、
既
存
商
店
街
の
活
性
化
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
面
で
は
、
伊
勢
堂
岱
を
含
む
﹁
北
海
道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
﹂
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
へ
の
追
加
登
録
が
決
定
し
た
ほ
か
、
本
城
の
金
家
住
宅
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
湧
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

全国から約１万２千人が参加した第59回全国植樹祭

３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン 

▼ 


